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佐
呂
間
町
議
会
議
長　

長
屋

和
敏
氏
が
去
る
３
月
２
日
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
呂
間
町
議
会
葬
と
し
て
、

通
夜
が
３
月
５
日
、
翌
日
に
葬

儀
が
営
ま
れ
、
故
人
に
最
後
の

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

長
屋
氏
は
、
平
成
５
年
９
月

に
初
当
選
以
来
、
５
期
16
年
５

か
月
に
亘
り
、
町
政
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
21
年
10
月
か
ら
は
、
議
長

と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
功
績
を
回

顧
し
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表

し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

3/15 食べたくなる給食の提供を
▼浜佐呂間小学校バイキング給食

　

昨
年
12
月
に
若
佐
小
学
校
、
今
年
３
月

に
佐
呂
間
小
学
校
、
浜
佐
呂
間
小
学
校
で

バ
イ
キ
ン
グ
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
体
に
応
じ
た
も
の
を
選
ん
で
食
べ

る
力
を
養
う
、
行
事
食
と
し
て
楽
し
さ
や

満
足
感
を
も
ち
、
食
べ
る
こ
と
へ
の
意
欲

を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
初
め
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
の
浜
佐
呂
間
小
学
校
の
児
童
の

皆
さ
ん
は
、
栄
養
士
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
普
段
よ
り
多
い
品
数
を
自
分
で
取
り

分
け
、
楽
し
く
行
事
食
を
体
験
し
、
残
さ

ず
食
べ
て
い
ま
し
た
。

佐呂間町功労者表彰受賞
　これまでの、町政の伸展と地方自治発展並

びに議会の活性化に大きく後見された功績を

称え、佐呂間町功労者表彰（自治功労）が贈

られました。

　表彰は、3月 26 日、川根町長より奥様の

ケイ子さんに伝達されました。
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▼
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ  

ザ  

交
通
事
故

　

安
全
は

　
　

一
人
一
人
の

　
　
　
　
　

心
が
け

　

佐
呂
間
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　

津
田　

敏
夫

▼
Ｈ
22
交
通
事
故
発
生
状
況

　
（
平
成
22
年
２
月
末
）

　

発
生　

４
件
（
△
１
件
）

　

死
亡　

０
人
（
±
０
人
）

　

傷
者　

４
人
（
△
１
人
）

　
（　

）
内
は
前
年
比

　

発
生
件
数
は
人
身
事
故
の
件
数

▼
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

４
６
５
日
（
３
／
23
現
在
）

■
歩
行
者
は
…

　

道
路
を
渡
る
と
き
は
、
信
号
が
青
色
に
な
っ
て
も

慌
て
な
い
で
、
車
が
止
ま
る
の
を
確
か
め
て
か
ら
渡

り
始
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
す
る
と
き
は･･･

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
り
、
通
園
カ

バ
ン
を
肩
に
か
け
た
子
ど
も
の
姿
が
目
に
つ
く
季
節

で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
を

見
か
け
た
ら
、
自
然
に
ア
ク
セ
ル
を
ゆ
る
め
、
学
校

や
公
園
の
近
く
を
通
る
と
き
は
、
特
に
慎
重
な
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
事
故
防
止

3/14 熱戦を展開
▼全町ミニバレー大会

　

第
29
回
全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
町
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
77
名
の
選
手
が
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
手
軽
な
軽

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、

参
加
し
た
小
学
生
の
部
５
チ
ー
ム
、
一
般

の
部
12
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
レ

ベ
ル
が
高
く
、
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
各
試
合
で
白
熱
し
た
接
戦
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
特
に
小
学
生
の
部
で

は
、
応
援
の
父
兄
の
皆
さ
ん
に
も
熱
が
入

り
、
大
い
に
盛
り
上
っ
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
小
学
生
の
部
「
Ｒ
Ｉ

Ｋ
Ｔ
（
佐
小
）、
一
般
の
部
「
Ｐ
ａ
Ｐ
ａ
ｓ

＆
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ｓ
」
が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。

運転
者は

子どもや高齢者
を見かけたら、
徐行するなど思
いやりのある運
転をしよう。

高齢
者は

参加体験型の講習会
などに積極的に参加
し、自分の身体機能
の変化を認識すると
ともに交通安全意識
を高め、安全な行動
を実践しよう。

新入学（園）児の登下校
時間帯に通学路での交通
安全指導を徹底しよう。
交差点などで、子どもや
高齢者を見かけたら声を
かけ、安全な横断を手助
けしよう。

地域
では家庭

では

子どもと一緒に通
学路等を歩くなど
して、交通ルール
の手本を示し、マ
ナーを身につけさ
せよう。


